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　弥生です。センターの窓から，遠く似島の安芸の小富士が雨に霞んで見えます。この雨が，木々の蕾をふくよかにふくらませていくことでしょう。
　今年度最終号は，「感謝」の気持ちを載せ，内容盛り沢山でお届けします。
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○●　速報！その１　●○　

　「広島県生涯学習研究実践交流会」を開催しました！
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　２月23日（土），広島経済大学立町キャンパスで，日本生涯教育学会瀬戸内支部と共催して，「広島県生涯学習研究実践交流会」を開催しました。
　県内はもとより，中四国各県より，そして遠くは東京から，総勢113名の参加がありました。開会行事，講演会ともに会場は満員になり，会場外に椅子を出して対応するほどの盛況ぶりでした。
　研究実践発表では，当センターが実施した中核職員を対象とした研修を受講された10名の市町職員の皆さんと，センター職員３名が研究を発表しました。質疑応答の後，小グループに分かれて行った意見交流では，活発な意見が飛び交い，どの分科会も白熱した様子でした。

　交流会後の情報交換会では，56名が一室に集い，歌あり，踊りあり，生涯学習・社会教育への思いを語りあいました。「それぞれの持ち場は違うけれども，志を一つにして頑張ろう！」との思いを一つにすることができました。
　今回交流されたことを現場に持ち帰り，いかしていただくとともに，いかされた実践・研究を持ち寄り，次の交流会で発表するという“学びの好循環”にしていただけたら幸いです。
　熱冷めやらぬ「広島県生涯学習研究実践交流会」の様子はこちらから↓
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/center-model-syokuinkensyuu-jiseenkouryukai.html
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○●　速報！その２　●○
　「平成24年度『ワクワク学び隊』実践交流会（兼）第２回放課後子ども教室コーディネーター等研修会」を開催しました！
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　一昨日，２月27日（水），県庁本館にて，「平成24年度『ワクワク学び隊』実践交流会（兼）第２回放課後子ども教室コーディネーター等研修会」を開催しました。
大学生16チーム63名，登録チームの所属大学関係者３大学６名，放課後子ども教室関係者14市町35名，計104名の参加をいただき，テレビ局の取材などもあり，とても賑やかな会になりました。
　コーディネーター研修では，様々なゲームを体験することを通して，参加者のみなさんが子どもに戻ったかのように楽しみながら，学ばれていました。「ゲームを子どもたちにさせると喜ぶ。学んだゲームを早くさせてみたい」等，教室ですぐに役立つ手法を多く学ばれました。
　実践交流会では，司会やポスターセッション等を熱心に頑張っている学生の姿に，「学生は大変しっかりしている」「学生の思いが伝わってきた。ぜひ教室に来て欲しい」と来年度の計画を練られた教室関係者もおられました。

　一方，学生も「他のサークルの人と交流し合う中で，悩んでいるのは私たちだけではないと知り安心した」「アドバイスもいただき，今後もっと頑張りたい」「大学生がこの活動に参加する意味，役割を改めて知り，自分たちが必要とされていると感じた。人の役に立てるようになりたい」と，今後の活動への意欲を高めていました。
研修会と交流会の詳しい様子は，後日，ホームページ等でお伝えします。楽しみにしておいてください。
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○●　お知らせ　●○
　今年度の新規視聴覚教材が届きました！
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　今年度，新たに購入した視聴覚教材３本（ＤＶＤ）を御紹介します。
　Ｄ2002　『声をきかせて』
　　　　　（青少年にとって身近な携帯電話の問題をとりあげたアニメーション作品です。）

　Ｄ4012　『ねずみくんのきもち』
　　　　　（いじめやコンプレックス，自然とのつながりなどの大切なテーマを学べるアニメーション作品です。）

　Ｄ1049　『子育てに希望を！　児童虐待のない社会のために』
　　　　　（児童虐待について，子育ての不安から起因する問題と，その解決法を，再現ドラマや実際の取り組みから，わかりやすく紹介している作品です。）

　新規視聴覚教材についての詳細はこちらから↓
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/89746.pdf
　当センターでは，900本を超える視聴覚教材を整理・保管し，県内の教育機関・施設および社会教育関係者等を対象に貸し出しています。公民館，学校，ＰＴＡ，子ども会，職場等で，視聴覚教材を使って学習してみませんか？

是非，当センターの視聴覚教材を御活用ください。
視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

詳しくはこちらから↓

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/shichoukaku.html
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○●　指導者・支援者向け情報　●○

　各市町で行われる研修を支援させていただきました！！　
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　本年度，12市町（呉市，竹原市，尾道市，庄原市，東広島市，廿日市市，安芸高田市，熊野町，坂町，北広島町，大崎上島町，神石高原町）からの御依頼を受けて，当センターでは，研修の企画，指導，助言に取り組んできました。
　社会教育課職員を対象とした研修では生涯学習の基本的事項を，公民館等職員を対象とした研修では学習プログラムの開発や評価・改善の手法について，社会教育委員や公民館運営審議会委員を対象とした研修では期待される役割について，それぞれ研修を実施しました。
今後も，市町の実情に応じ，充実した研修ができるよう支援させていただきます。来年度の研修を計画される際には，当センターに是非御相談ください！！

各市町で行われている研修の様子はこちらから↓

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/center-model-syokuinkensyuu-chiikikadai.html
　

　
★【報告】フォローアップ研修
　広島会場22名，東部会場８名の初級研修修了者等の参加をいただき，研修を行いました。講義では，学習プログラムの評価の必要性について学びました。演習では，参加者が今年度担当した事業の評価指標を作成しました。さらに，お互いの事業実践の情報交換を行いました。「次年度の引継ぎのためにも，評価をしっかりと行いたい」「日々の業務に追われてできないと思っていたが，今日の研修に参加して，今一度担当している事業について考えようと思う」等，気を引き締めて自らの業務に臨む意欲を高めあう研修となりました。
　研修の様子はこちらから↓
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/follow-up-kensyuu-houkoku.html
★【経過報告】社会教育主事講習〔Ｂ〕終了！
　一昨日，広島会場において，社会教育主事の主要な職務の１つである「社会教育計画の策定」の視点と手順について，広島・福山会場の合同発表会を行いました。その後，閉講式を行い，１月21日から始まった全日程が無事終了しました。広島・福山会場では，分割履修を含め，17名の方が受講されました。受講生の方々が，この講習で学ばれたことをこれからの業務等に生かし，県内各地での生涯学習・社会教育の充実に向けて活躍されることを期待しています。講習の様子等は，後日ホームページ等でお伝えします。お楽しみに！

　なお，平成25年度は，広島大学が主催する社会教育主事講習は平成25年７月29日（月）～８月22日（木），当センターで行う社会教育主事講習〔Ｂ〕は平成26年１月22日（水）～２月28日（金）の予定です。
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
○●　地域の教育力向上　●○
　平成24年度の「ワクワク学び隊」の登録・派遣状況をお伝えします！
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　２月末日現在，大学生ボランティアチーム「ワクワク学び隊」の登録は，10大学で23チーム360名，そして，市町の放課後子ども教室への派遣は，16市町に133件行われています。活動を通して，子どもたちは喜び，生き生きとした表情を見せてくれます。そこには，積極的に子どもたちに関わろうとするひたむきな学生の姿があります。
「ワクワク学び隊」の活動は，子どもにとっても学生にとっても豊かな学びの場です。このような場を提供していただき，派遣を受け入れてくださった市町放課後子ども教室の皆さん，ありがとうございました。

　引き続き，来年度も「ワクワク学び隊」の積極的な活用をお願いいたします。
派遣依頼等，詳しくはこちらから↓
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/center-model-wakuwaku-wakuwaku-top.html
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○●　家庭教育支援　●○

　これからも「親プロ」の輪を広げていきましょう！
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今年度も，学校をはじめ，保育所・幼稚園や子育て支援センター，公民館など，様々な地域の学びの場で，延べ5,000名以上の方に「親プロ」講座に参加していただきました。講座の実施にあたって御協力いただきありがとうございました。 次年度も，各市町の「親プロ」ファシリテーターや関係者の皆さんとともに，日々研鑽を積み重ね，より良い学びの場を作っていきたいと思います。御期待ください。
　「学習プログラム検討委員会」では，「ワーク・ライフ・バランス」（仕事と子育ての調和）をテーマとした新教材を開発中です。近日中に公開しますのでお楽しみに！
子どもたちの明るい笑顔と未来のために，「親」の学びや育ちを応援し，学校・家庭・地域社会で，子どもを育む輪を広げていきましょう。ぜひ，次年度の研修・事業計画のなかに「親プロ」を積極的に組み込んでください。お問い合わせをお待ちしています。
家庭教育支援のページはこちらから↓
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/kateikyouiku.html
　

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
○●　リンク集　●○
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★広島県教育委員会
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）
http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/
★広島県立福山少年自然の家（℡：084-935-7166）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
★その他,県内の講座・イベント等の生涯学習情報は，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
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○●　編集後記　●○
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　「お元気ですか？」「お久しぶりです」「おいでいただきありがとうございます」…先日行われた「広島県生涯学習研究実践交流会」の受付で交わされていた言葉です。
　当センターが移転して４年，「広島県生涯学習研究実践交流会」は，役割や機能を特化させ，これまで培ってきた当センターの成果を発揮する機会となりました。そして，当センターが持つ連携・協働のプラットフォームとしての役割を一歩前進させることができたのではないかと思っています。
来年度も，「今年もようこそ！」「はじめまして！」が行き交う場になるよう，取組を進めてまいります。たくさんの方々と次回もお会いできることを楽しみにしています。ありがとうございました。
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